


びわ湖・アーティスツ・みんぐる 2021 「ガチャ・コン音楽祭」［各「プロク｀ラム

プログラム1 ［遠足『さんぽと歌』

岡田健太郎・野村誠とともに近江鉄道「河辺の森駅」「朝日野

プログラム41 クロージングライブとシンポジウム

「地域・アート・鉄道 ～何を残し何を始め何をやめるか？」
（令和3年度ビジネス・カフェi n文化産業交流会館、第14回文化ビジネス塾）

クロージングイベントとして、びわ湖・アーティスツ・みんぐる2021

駅」周辺を散策しながら、発見した“もの”ゃ“こと’'から歌をつ て放送。いつもとは述う駅名ソングをお楽しみいただくととも り来たり電車を使ったツアー型ライプ。無人駅ホームとその周 ［ガチャ・コン音楽祭」を記録映像、特別演奏にて振り返ります。ま

くります。できた歌は、 10月の 1か月間、近江鉄道の車内放送に に、新たな近江鉄道沿線の駅やスポット、アーティストとの偶 辺がライプ会場になり、電車の音、生活の音、土地の音が交ざり た、地域で開催されるアートプロジェクトが人々や土地にどのよう

て放送される予定です。 然的な出会い之探l,J;出かけて_!;,て<_Jこ主い。 合とと→こーこ丘上かな込音楽を作り出上よ工。 な影態を与え、何を残すことができるのかを原久子氏と山田和昭

日時 l9月 18 日（土） 10:00~12:00

9月 20 日（月・祝）10:00~12:00

スケジュール

18日「河辺の森駅」に集合後、河辺いきものの森を散策、

河辺いきものの森で歌作り。

20日「朝日野駅」に集合後、歩いて竹田神社周辺を散策、

竹田神社で歌作り（受付は各回30分前より行います）。

参加費 l 無料・要申込［申込締切： 9月 12 日（日）まで］

ナビゲーター l 岡田健太郎、野村誠

対象 l 小学生以上（小学生は保護者同伴）

定員 l 各回 10名程度

その他 l 小雨決行

プログラム1 、 3、 4の申込方法・問い合わせ先

放送時期 I 10月 1 日（金）～31 日（日）

放送場所 I 近江鉄道900形車内

参加アーティスト岡田健太郎、竹澤悦子、鶴見幸代、

日野少年少女合唱団、 Hug h Nankivell 

参加費憮料（ただし近江鉄道乗車券が必要になります）・

申込不要

※台風、荒天および事故等で運行時間が変更になる場合があります。

運行時刻等のお問い合わせは、

近江鉄道鉄道部（電話 I 0749-22-3303）［平日 8:30~1730]

その他の時間帯は、近江鉄道列車区（電話 I o749-23-2B56J 

氏をパオリストに迎え、ディスカッションします。

日時［ 10月 17 日（日）13:00~16:00

（受付は30分前より「八日市駅」にて行います。） 日時 10月 31 日（日） 13:30~16:00

開催場所「桜川駅」「朝日大塚駅」「水口石橋駅」「水口 場所滋賀県立文化産業交流会館小劇場

城南駅」の無人駅ホームまたは駅周辺エリァ (〒 521-0016 米原市下多良二丁目 137)

出演者野村誠、宮本妥子、

水口ばやし八妙会（水口城南駅のみ）ほか クロージングライブ 13:30~14:20

タイムスケジュール［ 出演［井伊亮子、野村誠、宮本妥子、

近江鉄道「八日市駅」に13:00にご集合後、スタッフの案内に 日撫神社角力踊り保存会ほか

従って、近江鉄道にご乗車・ご降車いただきます。なお、解散 シンポジウム[ 14:50~16:00 

は「水口城南駅」にて自由解散となります。お帰りの際は 出演［野村誠、原久子、山田和昭

［上り 16:14] ［下り 16:00]の列車にご乗車いただけます。 定員 100名

定員［ 30人 入場料無料・要申込［申込締切： 10月 24 日（日）］

参加費 l 無料（ただし近江鉄道乗車賃が必要になります）・

要申込［申込締切： 10月 5 日（火）まで］

主催 l 滋賀県立文化産業交流会館、文化・経済フォーラム滋賀

共催 l 公益財団法人滋賀県産業支援プラザ

下記ORコードの応募フォームに入力のうえ、送信してください。プログラム 1 の各日、プログラム3はそれぞれ2名までのお申し込みとなります。 その他 I 小雨決行

お申し込みいただいた方には、主催者からご連絡いたします。定員を超えるお申し込みがあった場合は抽選により参加者を決定します。 同時開催［びわ湖・アーティスツ・みんぐる2021 ［展示部門］

（公財）びわ湖芸術文化財団法人本部地域創造部

〒520-0806 滋賀県大津市打出浜15-1 滋賀県立芸術劇場びわ湖ホール内

電話 Ion-523-7146 メール |b iwako-a-m i ng le33@b iwako-art s.o r.jp

お願い I 参加される方はマスク着用と検温等へのご協力をお願いします。体調が優れない方は、ご来場をお控えください。

感染症予防対策をはじめ、やむを得ない事情により、内容の変更または中止になる場合があります。

滋竹県を拠点に活動する若手を中心とした作家・アーティストの作品展示

（絵画、彫刻、陶芸、工芸、インスク Vーショソほか）を行います。

展示期間 |10月 24日（日）～10月 31 日（日）



びわ湖・アーティスツ・みんぐる 2021 「ガチャ・コン音楽祭」 1 プロフィール

ピアノ、三味線、ガムラン、オーケスト

ラ、瓦、プールなど、あらゆる音から音

楽を生み出し、世界各地の人々や動

物と交流する作曲家。千住だじゃれ

音楽祭ディレクター。日本相撲聞芸

術作曲家協議会理事。日本センチュリー交評楽団コミュニティ

プログラムディレククー C 著書に「音楽の未来を作曲する」（晶

文社）ほか。 写真： Aich i Tciennale 2010 jphorn by Knunoci Ueda 

宮本妥子 I みやもとやすこ 1 マリンパ・打楽器奏者

クラシック、現代音楽の領域にとどま
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らず、ダンス、邦楽、ジャズなど他の

芸術との融合を展開し、独創的な世

｀ー：＿界観を生み出し続ける。フライプルク

仁音楽大学にてドイツ国家i寅奏家資格
首席取得。滋賀県文化奨励賞、平和堂財団芸術奨励買受賞。

http://www.yasukom,yamoto.com 

“ 
水口ばやし八妙会 l みなくちばやしやたえかい

滋賀県甲賀市水口町で4月に行われ

る水口曳山祭で囃される水口囃子を

保存継承する。会の名称は大太鼓1 、

小太鼓 2 、鉦 2 、笛 3 の八人が妙（た

え）なる調べを発揮するところから名

付けられた。緩急の変化が豊かで勇壮な調べの水口囃子は全

国的にファンが多く、全国で普及伝承活動を行なっている。

岡田健太郎 I おかだけんたろう I シンガー・ソングライター、作曲家

お米作り、味噌作り、テレビ無し生活

など、スローな暮らしを満喫し、生活

から生まれる唄を紡ぐシンガー・ソン

グライター。参加者の言葉から即興

的に歌を作る「ぼくうたプロジェクト」

を各地で開催。桜川寿賀貴名義で江州音頭の音頭取りとしても

活動。米原市生まれ。東京藝術大学声楽科卒業。

日野少年少女合唱団 I ひのしょう石んしょうじょがっしょうだん

1991年に町の健やかな子どもの育成

をめざして結成され、今年発足30周

年を迎える。幼児から大学生まで幅

広い年代の仲間が集い、美しいハー

モニーを目指す活動を通して、自然

と豊かな心、表現力が身につく合唱団として注目されている。

Hugh Nankivell jヒュー・ナンキベル I 作曲家

人と交流しながらその場で音楽を生

み出す作曲家。世界ジオパーク会議

とのコラボレーション、アガサクリス

ティフェスティバルでの〈ミステリー

音楽」、ボーンマス交響楽団とのファ

ミリー音楽プロジェクト、野村誠との〈Whaletone Opera〉など

イギリスを拠点に世界各地で活動。

竹澤悦子 I たけざわえつこ 地歌等曲家

等・十七絃を沢井忠夫、一恵両師

に、地歌三味線・胡弓を中井猛師に

師事。 90年代、 KOTOVORTEXを

結成し、箪カルテットの新境地を開

拓。ソロ活動では、古典、作曲、ダンス

との共演、ジャズピアニスト板橋文夫とのデュオなどを展開。

2020年「浪曲地歌・相撲もの」の制作を始める。沢井等曲院教授。

鶴見幸代 1 つるみさちょi作曲家

コンサート音楽、合唱、映画音楽、
屯
る伝統音楽の現代風編曲などを手

•UJ掛ける。鶴見幸代作品集CD 「 eu
芍ナ← canto.. 」(fontec) をリリース。 H本相

ー·· 撲聞芸術作曲家協議会(JACSHA)

理事。両国アートフェスティバル2017芸術監督。作曲家グルー

プ「クロノイ・プロトイ」として佐治敬三貨受買。琉球古典音楽

野村流保存会教師。

井伊亮子 いいあきこ I フルート・篠笛奏者

愛知県立芸術大学音楽学部卒業。

プルガリア国立ソフィアフィルハーモ

ニー管弦楽団等と共演。ソロや室内

楽の演奏会に出演。 NHK大河ドラ

マ r武蔵」において、米倉涼子氏に笛

を指導。京都芸術祭京都府知事買受貨。彦根エコーオーケスト

ラ副代表。彦根と名古屋を拠点に後進の指導にもあたっている。

山田和昭 I やまだかずあき 1 近江鉄道株式会社構造改革推進部部長

1987年よりIT業界でシステム開発営

業やプロダクトマーケティングなどに

かかわる。 2014年若桜鉄道（株）の公

幕社長に就任。 SL走行社会実験等を

通じ鉄道と地域の再生を手がける。

2017年若桜鉄道再生への道筋がついたことから社長を辞任。

津エアポートライン（株）勤務を経て、 2021年2月より現職。

原久子 I はらひさこiアートプロデューサー、大阪電気通信大学教授

90年代よりアーティスト・イン・レジ

デンス、アートスペースの調査研究、

アートプロジェクトの企画・運営、新

聞、雑誌、 web媒体への執筆などを行

なう。主な共著に「変貌する美術館」

（昭和堂）、共同企画に「六本木クロッシング2004」（森美術

館）、「あいちトリエンナーレ2010」（愛知県美術館ほか）など。






